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昨
年
末
に
令
和
６
年
の
出

生
数
が
70
万
人
を
割
り
込
む

と
報
告
さ
れ
た
。
２
０
２
２

年
に
80
万
人
を
割
っ
て
以
来

２
年
間
で
の
急
激
な
減
少
で

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
婚

姻
数
の
減
少
が
拍
車
を
か
け

た
。
出
生
率
も
と
う
と
う
１

・
２
を
下
回
る
。
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
は
す
で
に
様
々

な
社
会
事
業
に
負
の
影
響
を

与
え
始
め
て
い
る
▼
対
策
と

し
て
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上

で
の
補
完
が
あ
ろ
う
が
、
建

設
・
介
護
・
一
次
産
業
な
ど

人
力
が
必
要
な
職
種
で
は
、

移
民
の
導
入
に
も
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
中
長
期
滞
在
の

在
留
外
国
人
数
は
近
年
急
激

な
増
加
を
み
て
い
る
。
昨
年

は
人
口
比
27
％
と
な
り
、
前

年
よ
り
約
11
％
増
加
し
た
。

移
民
・
難
民
受
け
入
れ
の
多

い
ド
イ
ツ
で
は
人
口
比
17
％

に
も
上
り
、
治
安
の
悪
化
な

ど
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。
受
け
入
れ
制
限
な
ど
拝

外
主
義
的
な
右
翼
政
党
の
台

頭
を
き
た
し
、
欧
米
の
潮
流

と
な
っ
て
き
て
い
る
▼
文
化

・
風
習
・
宗
教
・
言
語
の
異

な
る
民
族
と
の
共
生
は
容
易

で
な
い
の
だ
ろ
う
。
わ
が
国

は
ま
だ
移
民
を
増
や
す
余
裕

が
あ
ろ
う
が
、
長
期
的
視
点

を
持
っ
て
そ
の
適
正
な
規
模

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
日
本
社
会
に
適
応
し
て
い

け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

整
備
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
人
口
減
少
に
伴

う
不
便
さ
に
つ
い
て
甘
受
す

る
心
構
え
も
大
切
だ
と
思

う
。�

（
Ｓ
・
Ｓ
）

　
多
く
の
病
院
で
減
益
と

な
り
赤
字
解
消
へ
の
対
応

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
同
時
に
医
療
・

介
護
の
人
材
不
足
も
今
後

の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

当
院
で
も
清
掃
委
託
会
社

が
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
、
院
長
室
の
清
掃
は
外

国
人
労
働
者
に
代
わ
っ

た
。

　
わ
が
国
の
介
護
職
員
の

必
要
数
は
今
後
15
年
間
に

約
30
万
人
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
国
内
だ
け
で
増
員

を
賄
う
の
は
困
難
で
あ
り

人
材
源
と
し
て
外
国
人
労

働
者
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
令
和
５
年
10
月
末
時

点
で
外
国
人
労
働
者
が
初

め
て
２
０
０
万
人
を
突
破

し
、
う
ち
医
療
・
福
祉
関

係
は
約
９
万
人
で
毎
年
20

数
％
の
増
加
、
特
定
技
能

と
し
て
の
介
護
は
約
２
万

人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
北
海
道
厚
生
連
で
も
現

在
10
名
程
度
の
特
定
技
能

外
国
人
を
特
養
の
介
護
員

と
し
て
、
２
名
を
厨
房
調

理
員
と
し
て
採
用
し
て
い

る
。
周
囲
か
ら
は
、
勤
勉

で
想
像
以
上
に
働
け
る
、

外
国
人
の
取
り
組
む
姿
勢

が
他
の
職
員
や
入
居
者
に

良
い
影
響
を
も
た
ら
す
、

な
ど
の
評
価
を
得
て
、
今

年
は
さ
ら
に
10
余
名
を
病

院
の
看
護
助
手
と
し
て
採

用
予
定
で
あ
る
。
採
用
に

あ
た
っ
て
は
母
国
と
の
文

化
・
宗
教
・
ル
ー
ル
の
違

い
、
技
術
や
言
語
の
教
育

体
制
、
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
様
々
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
が
、
今
後
不
可
欠

な
存
在
と
し
て
拡
大
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
環
境

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

　
看
護
師
に
つ
い
て
は
国

家
試
験
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
外
国
人
採
用
は
頭
打
ち

に
あ
る
。
看
護
師
養
成
機

関
で
は
学
生
の
大
学
・
都

会
志
向
も
あ
り
特
に
地
方

の
看
護
専
門
学
校
の
定
員

割
れ
・
閉
校
が
広
が
り
、

看
護
師
不
足
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
。
看
護
師
確

保
に
は
養
成
支
援
の
ほ

か
、
外
国
人
看
護
助
手
増

員
に
よ
る
業
務
負
担
軽
減

も
一
助
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

　
令
和
元
年
に
外
国
人
の

在
留
資
格
と
し
て
「
特
定

技
能
」
が
創
設
さ
れ
、
昨

年
６
月
に
は
技
能
実
習
制

度
に
代
わ
り
新
た
に
「
育

成
就
労
制
度
」
が
で
き
た

（
施
行
は
令
和
９
年
度
予

定
）。
目
的
も
開
発
途
上

地
域
の
人
づ
く
り
へ
の
協

力
・
国
際
貢
献
か
ら
人
手

不
足
分
野
に
お
け
る
人
材

の
育
成
・
確
保
に
改
め
ら

れ
労
働
力
確
保
の
目
的
が

よ
り
明
確
と
な
っ
た
。

　
昨
年
、
外
国
人
労
働
者

の
視
察
も
兼
ね
た
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
研
修
に
参
加
す

る
機
会
を
得
た
。
毎
年
人

口
が
80
万
人
増
加
し
平
均

年
齢
29
歳
と
日
本
よ
り
20

歳
以
上
若
い
国
の
発
展
の

勢
い
を
実
感
し
た
。
こ
れ

ま
で
都
市
部
で
は
ま
だ
先

の
問
題
と
考
え
て
い
た

が
、
医
療
・
福
祉
の
分
野

へ
の
外
国
人
労
働
者
の
参

入
は
加
速
化
し
て
お
り
、

受
け
入
れ
の
た
め
の
体
制

や
心
構
え
の
準
備
の
必
要

性
を
実
感
し
て
い
る
。

（
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連 

札
幌
厚
生
病
院
・
院
長
）

医
療
・
介
護
の

　
人
材
不
足
と
外
国
人
労
働
者

連
盟
　
理
事
　

髭

 

修

平

病
院
運
営
実
態
分
析
調
査
結
果
ま
と
ま
る

経
年
の
抑
制
に
経
費
高
騰
が
追
い
打
ち
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（単位：千円）

総損益差額 医業損益差額

（
２
）
病
床
利
用
率

　
病
院
総
数
で
み
る
と
69
・

19
％
（
前
年
６
月
68
・
22
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
病
院
の
種

類
別
に
み
る
と
、
一
般
病
院

69
・
43
％
（
前
年
６
月
68
・

38
％
）、
精
神
科
病
院
64
・
17

％
（
前
年
６
月
63
・
81
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
病
院
の
病
床

規
模
別
に
病
床
利
用
率
の
高

い
方
か
ら
順
に
み
る
と
、
①

６
０
０
～
６
９
９
床
72
・
29

％
、
②
７
０
０
床
以
上
71
・

22
％
、
③
５
０
０
～
５
９
９

床
70
・
35
％
、
④
４
０
０
～

４
９
９
床
69
・
76
％
、
⑤
１

０
０
～
１
９
９
床
69
・
72

％
、
⑥
２
０
０
～
２
９
９
床

69
・
54
％
、
⑦
３
０
０
～
３

９
９
床
67
・
12
％
、
⑧
20
～

99
床
63
・
41
％
と
な
っ
て
い

る
。（
２
ペ
ー
ジ
表
２
参
照
）

（
３
）
一
般
病
院
に
お
け
る

１
０
０
床
当
た
り
職
員
数

　
職
員
総
数
は
１
９
４
・
９

人
（
前
年
６
月
１
９
０
・
５

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
職
種

別
に
み
る
と
、
医
師
25
・
２

人
（
前
年
６
月
24
・
７
人
）、

看
護
部
門
職
員
１
０
４
・
０

人
（
前
年
６
月
１
０
１
・
５

人
）、
看
護
部
門
職
員
の
う

ち
看
護
師
92
・
６
人
（
前
年

６
月
90
・
２
人
）
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
薬
剤
部
門

職
員
６
・
１
人
、
放
射
線
部

門
職
員
５
・
６
人
、
検
査
部

門
職
員
７
・
３
人
、
リ
ハ
ビ

リ
部
門
職
員
10
・
９
人
、
栄

養
（
食
事
）
部
門
職
員
３
・

６
人
と
な
っ
て
い
る
。

９
９
床
11
・
45
日
、④
７
０
０

床
以
上
11
・
79
日
、⑤
３
０
０

～
３
９
９
床
12
・
71
日
、⑥
２

０
０
～
２
９
９
床
16
・
16
日
、

⑦
１
０
０
～
１
９
９
床
20
・

90
日
、
⑧
20
～
99
床
22
・
05

日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

開
設
者
別
病
床
規
模
別
に
み

る
と
表
１（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

55
日
、
②
５
０
０
～
５
９
９

床
10
・
86
日
、③
４
０
０
～
４

（
１
）
平
均
在
院
日
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
13
・

52
日
（
前
年
６
月
13
・
18
日
）

と
な
っ
て
お
り
、
開
設
者
別

に
み
る
と
、
自
治
体
病
院
は

13
・
18
日
（
前
年
６
月
12
・

71
日
）、
そ
の
他
公
的
病
院

％
）、
そ
の
他
公
的
病
院
２

１
４
（
構
成
比
26
・
４
％
）、

私
的
病
院
１
７
５
（
構
成
比

21
・
６
％
）、
国
立
・
大
学
付

属
病
院
等
36
（
構
成
比
４
・

４
％
）
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
調
査
は
「
病
院

経
営
分
析
調
査
報
告
」「
病

院
経
営
実
態
調
査
報
告
」

「
病
院
概
況
調
査
報
告
書
」

の
３
冊
に
ま
と
め
て
一
般
社

団
法
人
全
国
公
私
病
院
連
盟

か
ら
発
刊
さ
れ
る
が
、
報
告

書
の
う
ち
「
病
院
経
営
分
析

調
査
報
告
」
と
「
病
院
概
況

調
査
報
告
書
」
は
、
本
調
査

に
回
答
し
た
８
１
２
病
院
で

集
計
を
行
い
、「
病
院
経
営

実
態
調
査
報
告
」
は
、
そ
の

う
ち
６
０
３
病
院
で
集
計
を

行
っ
て
い
る
。

【
注
】
国
立
・
大
学
付
属
病

院
等
は
、こ
の
概
要
に
お
け
る

掲
載
を
省
略
し
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
一
般
社
団

法
人
全
国
公
私
病
院
連
盟
が

例
年
６
月
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
調
査
で
、
病
院
運
営

の
実
態
を
把
握
し
て
病
院
の

運
営
管
理
改
善
の
資
料
と
す

る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
体

系
改
善
の
た
め
の
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
調
査
の
対
象
は
、
一
般

団
法
人
全
国
公
私
病
院
連
盟

に
加
盟
し
て
い
る
団
体
に
所

属
す
る
病
院
と
本
調
査
に
協

力
す
る
病
院
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
に
お

い
て
集
計
対
象
と
し
た
病
院

数
は
８
１
２
（
調
査
協
力
を

依
頼
し
た
病
院
数
３
１
１

３
、
回
答
率
26
・
１
％
）
で

あ
り
、
そ
の
内
訳
は
開
設
者

別
に
み
る
と
、
自
治
体
病
院

３
８
７
（
構
成
比
47
・
７

は
12
・
71
日
（
前
年
６
月
12

・
42
日
）、
私
的
病
院
は
16
・

09
日
（
前
年
６
月
15
・
54
日
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
病
院
の
病
床

規
模
別
に
平
均
在
院
日
数
の

短
い
方
か
ら
順
に
み
る
と
、

①
６
０
０
～
６
９
９
床
10
・

調
査
結
果
の
概
要

調

査

の

概

要

2
面
へ
つ
づ
く

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
が
例
年
６
月
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
病
院
運
営
実
態
分
析
調
査
」（
令
和
６
年
６
月
調

査
）
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
６
月
中
の
１
０
０
床
当
た
り
「
総
費
用
」
は
２
億
４
７
６
０
万

円
、「
医
業
費
用
」
は
２
億
４
４
１
５
万
千
円
と
な
っ
た
一
方
、
６
月
中
の
「
総
収
益
」
は
２
億
２
５
３
８
万
１
千

円
、「
医
業
収
益
」
は
２
億
１
９
６
０
万
１
千
円
と
な
り
、
総
収
益
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
い
た
１
０
０
床
当
た
り

の
「
総
損
益
差
額
」
は
▲
２
２
２
１
万
９
千
円
の
赤
字
、
医
業
収
益
か
ら
医
業
費
用
を
差
し
引
い
た
１
０
０
床
当

た
り
の
「
医
業
損
益
差
額
」
も
▲
２
４
５
４
万
９
千
円
の
赤
字
と
な
り
、
費
用
の
増
高
を
収
入
で
賄
え
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
同
調
査
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

病院経営の悪化が明白に

100床当たり総損益差額、医業損益差額別の年次推移
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〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

1
面
か
ら
つ
づ
く

3
面
へ
つ
づ
く

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
（
４
）
６
月
中
の
１
病
院
当

た
り
入
院
患
者
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
、
６

月
中
の
１
病
院
当
た
り
入
院

患
者
数
は
、
６
９
６
０
人

（
前
年
６
月
６
８
２
６
人
）

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
に
比

べ
て
１
病
院
１
カ
月
当
た
り

１
３
４
人
の
増
加
で
あ
る
。

こ
れ
を
年
次
別
に
み
る
と
図

１
下
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
６
月
中
の
１
病
院
当

た
り
外
来
患
者
数

　
病
院
総
数
で
み
る
と
、
６

月
中
の
１
病
院
当
た
り
外
来

患
者
数
は
、
１
万
５
８
４
人

（
前
年
６
月
１
万
１
２
０
６

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

に
比
べ
て
１
病
院
１
カ
月
当

た
り
６
２
２
人
の
減
少
で
あ

る
。
こ
れ
を
年
次
別
に
み
る

と
図
１
上
の
折
れ
線
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
医
師
１
人
１
日
当
た

り
取
扱
い
患
者
数

　
入
院
の
平
均
は
３
・
５
人

（
前
年
６
月
３
・
４
人
）と
な

っ
て
い
る
。
診
療
科
別
で
み

る
と
、
入
院
で
取
扱
う
患
者

が
多
い
の
は
リ
ハ
ビ
リ
科
11

・
７
人
、精
神
科
９
・
３
人
、整

形
外
科
６
・
８
人
な
ど
で
、少

な
い
の
は
歯
科
１
・
６
人
、

小
児
外
科
１
・
８
人
、
麻
酔

科
１
・
９
人
な
ど
で
あ
る
。

　
外
来
の
平
均
は
６
・
１
人

（
前
年
６
月
６
・
４
人
）
と
な

っ
て
い
る
。
診
療
科
別
で
み

る
と
、
外
来
で
取
扱
う
患
者

が
多
い
の
は
皮
膚
科
12
・
６

人
、眼
科
11
・
３
人
、歯
科
９
・

５
人
、
泌
尿
器
科
８
・
８
人
、

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
８
・
７
人

な
ど
が
多
く
、
少
な
い
の
は

麻
酔
科
１
・
８
人
、
小
児
外

科
２
・
２
人
、
心
臓
血
管
外

科
２
・
３
人
、
呼
吸
器
外
科

２
・
８
人
な
ど
で
あ
る
。

（
７
）
医
師
１
人
１
日
当
た

り
診
療
収
入

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
入
院
の
平
均
は
25
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
診
療

科
別
で
み
る
と
、
入
院
で
比

較
的
高
額
な
の
は
、
リ
ハ
ビ

リ
科
55
万
５
千
円
、
脳
神
経

外
科
42
万
２
千
円
、
整
形
外

科
40
万
１
千
円
、
神
経
内
科

39
万
８
千
円
な
ど
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
外
来
の
平
均
は
10
万
５

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
診
療

科
別
で
み
る
と
、
外
来
で
比

較
的
高
額
な
の
は
、
肛
門
外

科
21
万
６
千
円
、
消
化
器
外

科
17
万
８
千
円
、
呼
吸
器
内

科
16
万
２
千
円
、
泌
尿
器
科

16
万
３
千
円
な
ど
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

入
院
の
平
均
は
22
万
３
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別

で
み
る
と
、
入
院
で
比
較
的

高
額
な
の
は
、
心
臓
血
管
外

科
48
万
５
千
円
、
整
形
外
科

44
万
６
千
円
、
循
環
器
内
科

41
万
９
千
円
、
脳
神
経
外
科

41
万
５
千
円
、
リ
ハ
ビ
リ
科

35
万
６
千
円
な
ど
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

外
来
の
平
均
は
11
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
診
療
科
別

で
み
る
と
、
外
来
で
比
較
的

高
額
な
の
は
、
泌
尿
器
科
20

万
２
千
円
、
呼
吸
器
内
科
18

万
５
千
円
、内
科
17
万
円
、眼

科
15
万
５
千
円
、
消
化
器
内

科
15
万
１
千
円
な
ど
で
あ
る
。

（
８
）
主
な
診
療
科
別
の
患

者
１
人
１
日
当
た
り
診
療
収

入　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
病
院
に
お

け
る
主
な
診
療
科
別
の
患
者

１
人
１
日
当
た
り
診
療
収
入

を
み
る
と
、
入
院
で
は
産
婦

人
科
の
９
万
５
０
３
６
円
が

高
額
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

最
も
小
額
な
の
は
精
神
科
の

２
万
２
９
３
０
円
で
あ
る
。

外
来
で
は
、
肛
門
外
科
２
万

８
８
１
１
円
を
は
じ
め
、
放

射
線
科
２
万
５
８
０
９
円
、

呼
吸
器
内
科
２
万
１
０
７
８

円
な
ど
が
高
額
で
あ
る
の
に

対
し
、
最
も
小
額
な
の
は
麻

酔
科
の
４
５
４
２
円
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
病
院
に
お
け
る

主
な
診
療
科
別
の
患
者
１
人

１
日
当
た
り
診
療
収
入
を
み

る
と
、
入
院
で
は
心
臓
血
管

外
科
の
16
万
９
８
６
６
円
が

特
に
高
額
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
最
も
小
額
な
の
は
精
神

科
の
２
万
６
２
０
４
円
で
あ

る
。
外
来
で
は
呼
吸
器
内
科

の
３
万
８
０
４
４
円
を
は
じ

め
、
消
化
器
外
科
３
万
４
１

６
５
円
、
外
科
３
万
３
４
８

円
な
ど
が
高
額
で
あ
る
の
に

対
し
、
最
も
小
額
な
の
は
麻

酔
科
の
５
７
０
７
円
で
あ
る
。

　
患
者
１
人
１
日
当
た
り
診

療
収
入
を
主
な
診
療
科
別
に

み
る
と
図
２
お
よ
び
図
３
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
９
）
１
０
０
床
当
た
り
収

支
金
額

　
６
月
中
の
総
費
用
は
２
億

４
７
６
０
万
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
２
・
１
％
増
）、医

業
費
用
は
２
億
４
４
１
５
万

円（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
１

・
９
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
医
業
費
用
の
う
ち
給

与
費
は
１
億
２
５
２
９
万
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
３
・

５
％
増
）、
材
料
費
は
６
３

６
２
万
１
千
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
２
・
１
％
減
）、経

費
は
３
７
９
８
万
６
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
２

・
１
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
材
料
費
の
う
ち
薬

品
費
は
３
８
４
３
万
６
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
２

・
０
％
減
）
と
な
っ
て
お
り
、

経
費
の
う
ち
委
託
費
は
２
０

１
１
万
８
千
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
６
・
２
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
６
月
中
の
総
収
益
は
２
億

２
５
３
８
万
１
千
円
（
前
年

６
月
比
・
伸
び
率
０
・
９
％

増
）、
医
業
収
益
は
２
億
１

９
６
０
万
１
千
円
（
前
年
６

月
比
・
伸
び
率
０
・
３
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医

業
収
益
の
う
ち
、
入
院
収
入

は
１
億
４
６
５
９
万
円
（
前

年
６
月
比
・
伸
び
率
１
・
９

％
増
）、
外
来
収
入
は
６
６

３
４
万
９
千
円
（
前
年
６
月

比
・
伸
び
率
２
・
４
％
減
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
１
０
０
床
当
た
り
収
支
金

額
を
科
目
・
年
次
別
に
み
る

と
表
３
の
と
お
り
に
な
っ
て

い
る
。

（
10
）
医
業
収
益
１
０
０
対

収
支
金
額
割
合

　
医
業
収
益
を
１
０
０
・
０

と
し
た
場
合
、
総
費
用
は
１

１
２
・
７（
前
年
６
月
１
１
０

・
７
）
で
、
前
年
に
比
し
て
費

用
の
割
合
が
増
加
し
て
い

る
。
総
費
用
の
う
ち
給
与
費

が
57
・
１（
前
年
６
月
55
・
３
）

と
５
割
以
上
を
占
め
、
材
料

費
は
29
・
０（
前
年
６
月
29
・

７
）で
あ
り
、そ
の
う
ち
薬
品

費
は
17
・
５
（
前
年
６
月
17

・
９
）、
経
費
は
17
・
３
（
前

年
６
月
17
・
０
）、
そ
の
う
ち

委
託
費
は
９
・
２
（
前
年
６

月
８
・
６
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
総
収
益
は
１
０
２

・
６
（
前
年
６
月
１
０
２
・

０
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
入
院
収
入
は
66
・
８

（
前
年
６
月
65
・
７
）、
外
来

収
入
は
30
・
２
（
前
年
６
月

31
・
０
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
11
）
１
０
０
床
当
た
り
総

損
益
差
額
お
よ
び
医
業
損
益

差
額
の
状
況

　
総
費
用
は
２
億
４
７
６
０

万
円
（
前
年
６
月
比
・
伸
び

率
２
・
１
％
増
）
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
総
収
益
は
２
億

２
５
３
８
万
１
千
円
（
前
年

６
月
比
・
伸
び
率
０
・
９
％

増
）
と
な
っ
て
お
り
、
総
収

益
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
く

と
▲
２
２
２
１
万
９
千
円

（
前
年
６
月
▲
１
８
９
８
万

円
）
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
総
費
用
対

総
収
益
比
率
は
、
１
０
９
・

９
％
（
前
年
６
月
１
０
８
・

５
％
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
医
業
費
用
は
２
億
４
４
１

５
万
円
（
前
年
６
月
比
・
伸

び
率
１
・
９
％
増
）
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
医
業
収
益
は

２
億
１
９
６
０
万
１
千
円

（
前
年
６
月
比
・
伸
び
率
０

・
３
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

医
業
収
益
か
ら
医
業
費
用
を

差
し
引
く
と
▲
２
４
５
４
万

９
千
円
（
前
年
６
月
▲
２
０

５
２
万
７
千
円
）
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

医
業
費
用
対
医
業
収
益
比
率

は
、
１
１
１
・
２
％
（
前
年

６
月
１
０
９
・
４
％
）
に
な

っ
て
い
る
。
総
損
益
差
額
お

よ
び
医
業
損
益
差
額
を
年
次

別
に
み
る
と
図
４
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、

総
費
用
は
、
医
業
費
用
＋
医

業
外
費
用
＋
特
別
損
失
で
あ

る
が
、
総
収
益
は
、
医
業
収

益
＋
医
業
外
収
益
＋
特
別
利

益
で
あ
り
、
不
採
算
部
門
等

の
医
療
に
対
し
地
方
公
営
企

業
法
に
基
づ
き
地
方
公
共
団

体
が
負
担
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
て
い
る
負
担
金
や
補
助
金

等
を
控
除
し
て
集
計
し
て
い

る
。

（
12
）
６
月
１
カ
月
分
の
総

損
益
差
額
か
ら
み
た
黒
字
・

赤
字
病
院
の
数
の
割
合

【
注
】
他
会
計
負
担
金
・
補

助
金
等
は
総
収
益
か
ら
控
除

し
た
。
ま
た
、
６
月
１
カ
月

分
の
総
費
用
と
総
収
益
の
差

額
に
よ
り
黒
字
・
赤
字
状
況

を
判
別
し
た
場
合
の
病
院
数

の
割
合
で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
回

分析調査の概要
表 1　一般病院の平均在院日数、開設者別、病床規模別

表 2　一般病院の病床利用率、病院規模別　　　　　　

図 1　 6月中の 1病院当たり患者数、
　　　　　　　　　　　　　入院・外来別の年次推移

図 2 - 1 　主な診療科別の入院患者 1人 1日当たり診療収入【ＤＰＣ以外の病院】

図 2 - 2 　主な診療科別の入院患者 1人 1日当たり診療収入【ＤＰＣの病院】　　

図 3 - 1 　主な診療科別の外来患者 1人 1日当たり診療収入【ＤＰＣ以外の病院】

 図 3 - 2 　主な診療科別の外来患者 1人 1日当たり診療収入【ＤＰＣの病院】
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2
面
か
ら
つ
づ
く

病院運営実態令和７
年６月

答
の
あ
っ
た
病
院
５
７
８
院

の
う
ち
19
・
９
％
（
１
１
５

病
院
）
の
病
院
が
黒
字
と

な
っ
て
い
て
、
赤
字
病
院
数

の
割
合
は
80
・
１
％
（
４
６

３
病
院
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
年
次
別
に
み
る
と
図
５
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
開
設
者
別
で
み
る
と
、
自

治
体
病
院
２
５
５
病
院
の
う

ち
５
・
５
％
（
14
病
院
）
が

黒
字
と
な
っ
て
い
て
、
赤

字
病
院
は
94
・
５
％
（
２
４

１
病
院
）で
あ
っ
た
。（
こ
の

場
合
、
不
採
算
部
門
等
の
医

療
に
対
し
、
地
方
公
営
企
業

法
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体

が
負
担
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

て
い
る
負
担
金
や
補
助
金
等

は
総
収
益
か
ら
除
い
て
仮
定

計
算
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

法
令
に
基
づ
く
病
院
決
算
時

点
で
の
黒
字
・
赤
字
と
は
異

な
る
。）そ
の
他
公
的
病
院
で

は
１
８
６
病
院
の
う
ち
26
・

３
％
（
49
病
院
）
が
黒
字
と

な
っ
て
い
て
、
赤
字
病
院
は

73
・
７
％
（
１
３
７
病
院
）

で
あ
り
、
私
的
病
院
で
は
１

３
７
病
院
の
う
ち
38
・
０
％

た
。

（
13
）
常
勤
職
員
１
人
当
た

り
平
均
給
与
月
額

　
常
勤
職
員
１
人
当
た
り
平

均
給
与
額
は
45
万
１
千
円
で

あ
り
、
職
種
別
に
み
る
と
、

医
師
１
０
７
万
９
千
円
、
看

護
師
38
万
３
千
円
、
准
看
護

師
32
万
１
千
円
、
看
護
業
務

補
助
者
24
万
３
千
円
、
薬
剤

師
39
万
２
千
円
、
そ
の
他
の

医
療
技
術
員
34
万
７
千
円
、

事
務
職
員
31
万
４
千
円
、
技

能
労
務
員
27
万
７
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

【
留
意
事
項
】
資
料
利
用
上

の
注
意
事
項

（
１
）
調
査
に
お
け
る
基
礎

数
値
は
、
６
月
分
の
集
計
数

値
ま
た
は
６
月
30
日
現
在
の

数
値
で
あ
る
。

（
２
）
集
計
対
象
病
院
数
が

表
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
、

回
答
が
な
か
っ
た
設
問
を
集

計
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

（
３
）
概
要
の
中
で
、「
自
治

体
」
と
は
、
都
道
府
県
・
指

定
都
市
・
市
町
村
・
組
合
が

開
設
す
る
病
院
な
ら
び
に
地

方
独
立
行
政
法
人
立
の
病

院
、「
そ
の
他
公
的
」
と
は
、

日
赤
・
済
生
会
・
厚
生
連
・

社
会
保
険
関
係
団
体
等
が
開

設
す
る
病
院
、「
私
的
」
と

は
、
医
療
法
人
・
個
人
等
が

開
設
す
る
病
院
で
あ
る
。

（
４
）
収
益
・
費
用
は
、
当

該
年
度
６
月
中
に
調
査
対
象

病
院
が
提
供
し
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
対
価
（
収
益
）
お
よ

び
、
そ
れ
を
提
供
す
る
た
め

に
消
費
し
た
対
価
（
費
用
）

に
つ
い
て
計
上
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
、
そ
れ
以
外
は
以

下
の
①
～
④
の
よ
う
に
計
上

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
①
前
年
度
実
績
・
当
該
年

度
中
支
払
予
定
額
の
12
分
の

１
額
を
計
上
し
た
科
目

　
ａ
．
前
年
度
実
績
の
12
分

の
１
額
を
計
上
し
た
科
目

　
ア
．
費
用
科
目
医
業
費
用

中
の
資
産
減
耗
損
お
よ
び
特

別
損
失
、
法
人
税
・
住
民
税

　
イ
．
収
益
科
目
医
業
外
収

益
中
の
受
取
利
息
配
当
金
、

そ
の
他
の
医
業
外
収
入
お
よ

び
特
別
利
益
、
他
会
計
負
担

金
・
補
助
金
等
収
入

　
ｂ
．
当
該
年
度
１
カ
年
間

の
支
払
予
定
額
の
12
分
の
１

額
を
計
上
し
た
費
用
科
目

　
医
業
費
用
の
経
費
中
の
租

税
公
課
、
保
険
料
お
よ
び
減

価
償
却
費
（
前
年
度
末
現
在

資
産
総
額
に
基
づ
い
て
算
定

さ
れ
た
総
額
の
12
分
の
１

額
）、
研
究
・
研
修
費
、
本
部

費
分
担
金
、
医
業
外
費
用
中

の
支
払
利
息

　
②
臨
時
給
与
（
賞
与
等
）

の
計
上
方
法

　
〔
令
和
６
年
度
本
俸
（
基

本
給
）
÷
令
和
５
年
度
本
俸

（
基
本
給
）〕×
令
和
５
年
度

賞
与
支
給
総
額
×
12
分
の
１

を
計
上

　
③
経
費
中
の
「
光
熱
水
費

（
燃
料
費
を
含
む
）」の
計
上

方
法

　
令
和
５
年
度
間
の
消
費
量

×
令
和
６
年
６
月
の
単
価
×

12
分
の
１
を
計
上

　
④
給
与
費
は
、
令
和
６
年

６
月
中
の
発
生
額
で
毎
月
き

ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
給
与
額

を
計
上
し
た
が
、
給
与
改
定

等
に
よ
る
給
与
の
差
額
を
６

月
中
に
支
給
し
た
場
合
の
差

額
支
給
分
は
除
外
し
て
い

る
。

（
52
病
院
）
が
黒
字
と
な

っ
て
い
て
、
赤
字
病
院
は
62

・
０
％
（
85
病
院
）
で
あ
っ

図 5　 6月 1カ月分の総損益差額からみた黒字・
　　　赤字病院の数の割合（％）年次推移

表 3　100床当たり収支金額、科目・年次別

図 4　100床当たり総損益差額、医業損益差額別の年次推移

令和６年

病院経営分析調査報告
（令和６年 6 月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

令和６年

病院概況調査報告書
（平成 24 年月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

一

全国公私病院連盟から新刊のご案内 

発刊：一般社団法人全国公私病院連盟  

病院経営実態調査報告

病院経営分析調査報告

病院概況調査報告書

  全国公私病院連盟のホームページから調査結果の概要がご覧になれます  

定価 12,000 円＋税 

Ａ4 版 約 780 ページ 

定価 16,000 円＋税 

Ａ4 版 約 750 ページ 

定価 18,000 円＋税 

Ａ4 版 約 670 ページ 

令和６年

６月調査 

令和６年

６月調査 

令和６年

６月調査 

令和６年

病院経営実態調査報告
（令和６年 6 月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

ご購入の際は全国公私病院連盟のホームページ

からお求めください。https://www.byo-ren.com/

経営上の指標を量的・質的に分析!!

収支の状況を統計的に把握!!

内容：経営収支の状況、医療収支の状況 など

内容：患者 医師１人１日当たり診療収入 など

内容：病床利用率、在院日数、施設状況 など

令和７年
３月発刊

付録：結果表 CD-ROM
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今
年
の
正
月
は
日
並
び

で
９
連
休
だ
っ
た
の
で
読

書
が
捗
っ
た
。
沢
山
未
読

の
贈
呈
本
な
ど
を
消
化
し

た
。
そ
の
中
で
一
番
面
白

く
、
ま
た
認
識
を
新
た
に

し
た
の
が
『
自
見
庄
三
郎

回
顧
録
』（
中
央
公
論
新

社
）。
編
者
の
伊
藤
隆
東

大
名
誉
教
授
は
政
治
史
の

第
一
人
者
。
こ
の
本
が
政

治
評
論
家
の
最
後
の
仕
事

に
な
っ
た
。

　
本
人
と
礼
子
夫
人
か
ら

の
聞
き
取
り
、
つ
ま
り
オ

ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を

文
字
に
起
こ
し
た
も
の
で

あ
る
。
記
憶
違
い
を
防
ぐ

為
に
秘
書
の
方
も
同
席
し

た
と
い
う
。
生
家
や
血
縁

か
ら
始
ま
る
。
医
者
や
政

治
家
が
多
い
。
藏
内
修
治

氏
も
。
父
も
九
州
帝
国
大

学
医
学
部
卒
。
旧
福
岡
４

区
（
小
倉
が
中
心
）
か
ら

立
候
補
、
田
中
六
助
と
の

死
闘
。
田
中
角
栄
の
面
接

を
通
っ
て
、
初
め
は
中
川

一
郎
氏
を
師
と
し
、
急
死

の
後
は
渡
辺
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
中
曽
根
派
。
選
挙

や
日
常
、
事
務
所
や
秘

書
、
政
治
家
の
裏
話
を
洗

い
ざ
ら
い
に
話
し
て
い

る
。

　
饒
舌
は
有
名
で
病
院
団

体
も
乾
杯
前
に
は
や
ら
せ

な
い
と
の
暗
黙
の
内
規
。

２
０
２
２
年
の
英
子
お
嬢

さ
ん
の
選
挙
の
折
、
礼
子

夫
人
と
笹
野
貞
子
元
議
員

（
党
派
は
異
な
る
が
女
性

議
員
を
増
や
す
会
の
リ
ー

ダ
ー
で
も
あ
る
）
と
私
の

京
都
オ
フ
ィ
ス
に
お
見
え

に
な
っ
た
時
は
約
２
時
間

半
熱
弁
を
振
る
わ
れ
た
。

第
一
声
は
「
先
輩
久
し
振

り
」
と
。
怪
訝
な
顔
を
私

が
し
て
い
た
の
で
「
大
学

は
違
っ
て
も
２
年
先
輩
で

す
か
ら
」
に
始
ま
り
、
最

後
の
「
１
票
で
も
多
く
よ

ろ
し
く
」
ま
で
。
こ
れ
で

は
出
陣
式
の
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
行
か
ざ
る
を

得
な
い
。

　
英
子
議
員
は
自
治
体
病

院
議
員
連
盟
の
コ
ア
メ
ン

バ
ー
。
畏
友
黒
川
清
先
生

の
教
え
子
、
市
立
青
梅
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
当
時

の
原
院
長
（
後
に
全
自
病

協
副
会
長
）
の
も
と
で
卒

後
研
修
、
達
増
拓
也
岩
手

県
知
事
や
花
角
英
世
新
潟

県
知
事
等
が
創
設
し
た

「
地
域
医
療
を
担
う
医
師

の
確
保
を
目
指
す
知
事
の

会
」
で
の
サ
ミ
ッ
ト
で
私

が
基
調
講
演
し
た
時
も
最

前
列
で
お
聞
き
頂
き
適
切

な
コ
メ
ン
ト
も
頂
い
た
。

色
々
な
活
躍
で
若
く
し
て

大
臣
に
も
な
ら
れ
た
。

　
庄
三
郎
氏
の
一
番
の
功

績
は
橋
本
内
閣
時
の
郵
政

民
営
化
を
止
め
た
事
。
新

自
由
主
義
、
市
場
原
理
主

義
を
ス
ト
ッ
プ
。
医
師
会

だ
け
で
な
く
、
炭
労
や
部

落
解
放
同
盟
な
ど
か
ら
支

持
さ
れ
た
珍
し
い
自
民
党

代
議
士
。
若
い
時
、
米
国

で
公
衆
衛
生
学
を
学
ん
だ

の
も
活
か
し
て
い
る
。
脳

死
問
題
、
健
康
保
険
法
改

正
、
介
護
保
険
制
定
な
ど

は
医
師
と
し
て
の
立
場
か

ら
選
良
と
し
て
も
活
躍
。

Ｙ
Ｋ
Ｋ
や
三
角
大
福
中
の

評
価
も
、
こ
の
人
な
ら
で

は
の
「
政
治
家
は
お
世
辞

家
に
な
っ
て
は
駄
目
」
と

の
信
念
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
は
人
で
カ

ネ
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
な

い
と
医
者
を
貫
き
落
選

も
。
こ
の
時
の
礼
子
夫
人

の
活
躍
も
素
晴
ら
し
い
。

私
の
居
た
田
舎
へ
も
お
見

え
に
な
り
「
病
院
学
会
で

挨
拶
さ
せ
て
」
と
。
現
職

議
員
で
も
紹
介
だ
け
だ
っ

た
の
で
、
交
流
会
の
二
次

会
で
お
願
い
し
た
が
、
こ

こ
で
も
“
か
っ
ぱ
え
び
せ

ん
”が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
国
民
新
党
で
金
融
担
当

大
臣
も
。
地
元
愛
も
抜
群

で
北
九
州
空
港
な
ど
多
く

の
功
績
。
も
っ
と
軽
い
方

か
と
思
っ
て
い
た
が
、
ず

っ
と
ず
っ
と
凄
い
人
だ
っ

た
と
脱
帽
。
総
理
に
な
る

初
の
医
師
に
も
と
は
私
の

初
夢
に
？
分
厚
い
が
是
非

お
読
み
下
さ
い
。（
４
３

７
ペ
ー
ジ
・
２
９
０
０
円

＋
税
）

　
　
　
◆
　
　
◆
　
　

　
２
冊
目
は
『
医
療
＆
介

護
　
職
場
の
ル
ー
ル
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
―
社
会
人
の
基
本
、

仕
事
の
ル
ー
ル
、
職
場
の

マ
ナ
ー
』（
医
学
通
信

社
）。
私
が
関
係
す
る
兵

庫
県
で
は
知
事
の
パ
ワ
ハ

ラ
、
宝
塚
の
い
じ
め
や
甲

南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
過
労

（
？
）
自
死
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
が
続
い
て
い
る
。
院
長

時
代
に
読
ん
だ
本
を
探
し

た
ら
意
外
と
す
ぐ
に
見
付

か
っ
た
。「
ま
さ
か
、
や
っ

ぱ
り
」
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な

ど
事
例
も
多
く
掲
載
も
簡

便
。
是
非
一
冊
。

推
薦
者
：
邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

今
月
は
2
冊

『
自
見
庄
三
郎
回
顧
録
　

郵
政
民
営
化
を
止
め
た
男
』

　
伊
藤
隆
／
編

　
自
見
庄
三
郎
／
著

　
中
央
公
論
新
社
／
刊

『
医
療
＆
介
護
　
職
場
の

ル
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
　
社
会

人
の
基
本
，
仕
事
の
ル
ー

ル
，
職
場
の
マ
ナ
ー
１
５

０
カ
条
』

　
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
所
　
鷹
取
敏
昭
／
監
修

・
著

　
日
本
経
営
協
会
　
岡
本

真
な
み
・
名
南
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
福
間
み

ゆ
き
／
共
著

　
医
学
通
信
社
／
刊

全国公私病院連盟の会員病院向け保険制度のご案内

「ハラスメント」 「雇用問題」 に対する備えは万全ですか？

雇用上の差別・各種ハラスメント・不当解雇等、雇用慣行に関連  

する賠償請求のケースは多岐に渡ります。 

また、雇用慣行賠償リスクはマネジメントレベルの管理では防ぎき 

れない性質が強く、有事の際の費用や、対応体制の構築も同時 

にご検討されることをおすすめします。 

労働災害補償制度とは別に、民法上の責任が発生した

場合の高額補償に備えませんか？

労働災害に認定された場合であって、その災害について事業主 

の過失をめぐって争われるような場合は、民法上の損害賠償責 

任が問題となるケースが増えています。 

保険期間：2024 年 11 月 1 日～2025 年 11 月 1 日 

     ※いつからでも中途加入が可能です。 

★ 保険の詳しい内容は、パンフレットを「全国公私病院連盟
ホームページ（https://www.byo-ren.com）」の
「保険のご案内」に掲載しておりますのでご欄ください。
右記のＱＲコードからのアクセスも可能です。

SJ24-05793 2024/08/07

損害保険ジャパン 株式会社

〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1 

TEL 03-3349-5113  

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで

< お 問 合 せ 先 >

取扱代理店           引受保険会社

株式会社 公私病連共済会

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7 

          食品衛生センター7階 

TEL 03-5830-6193 FAX 03-5830-6194 

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで 

全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
　
役
員
会
だ
よ
り

　
期
日
　
２
月
14
日（
金
）

　
会
場
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

【
主
な
報
告
事
項
】

概
要
に
つ
い
て

　
②
令
和
７
年
度
「
事
業

計
画
（
案
）」
に
つ
い
て

　
③
令
和
７
年
度
「
理
事

会
」
等
の
日
程
に
つ
い
て

　
④
令
和
７
年
度
「
定
時

総
会
」
に
つ
い
て

　
①
日
病
協
「
代
表
者
会

議
」（
1
月
24
日
）

　
中
村
副
会
長
と
邉
見
会

長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
令
和
６
年
度
「
病
院

運
営
実
態
分
析
調
査
」
の

　
⑤
第
35
回
「
診
療
報
酬

請
求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」

（
７
月
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
）

に
つ
い
て

　
⑥
全
国
公
私
病
院
連
盟

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

　
⑦
名
義
後
援
の
使
用
許

可
申
請
に
つ
い
て

【
主
な
事
務
連
絡
】

　
①
第
20
回
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ

ミ
ナ
ー
」（
２
月
27
日
）
開

催
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

第 35 回「診療報酬請求事務セミナー」ご案内

全国公私病院連盟では、「 第 35 回診療報酬請求事務セミナー 」を開

催します。病院関係職員皆様のご参加をお待ちしております。 

(株)ASK梓診療報酬研究所 代表取締役  中林 梓 先生講師

(株)リンクアップラボ 代表取締役 酒井 麻由美 先生講師

講演 1
180分

講演 2
  120分

※収録日：6月4日

※収録日：6月3日

第35回診療報酬請求事務セミナー

令和 7 年7月1日(火)～ 7月31日(木）視聴期間

WEBセミナー（オンデマンド配信）

【視聴時の注意事項】
職場やご自宅で視聴できます。スマートフォンやタブレットでもご視聴いただけます。
期間中は同一施設内であれば、何名様でも何度でもご視聴いただけます。
録画のため講師への質疑応答はできませんので、ご了承ください。
資料はPDFで公開予定です。ダウンロード・プリントアウトしてご利用ください。
動画及び資料の無断転載や複製等を禁止します。
視聴機器、インターネット環境はご自身でご用意ください。

・本連盟HP内のＷｅｂフォームよりお申込ください。
・4/30までに申込の方に限り、中林先生・酒井先生への質問を皆様から事前に募ります。
・申込受付後、５営業日以内にメールにて請求書と質問専用フォームURLをご案内いたします。
・全ての質問に回答できない場合もございますので、ご了承ください。
・質問締切後、視聴期間中もお申し込みは可能です。

申 込 方 法

全国公私病院連盟

下記団体に加盟している病院（会員病院）1施設につき 11,000円（税込）

上記団体以外の病院（非会員病院） 1施設につき 13,200円（税込）

申込・振込期限

参 加 費 用

視聴期間終了日まで申込・振込可能

※配信期間が前後する場合がございます。

・全国自治体病院協議会
・日本赤十字社病院長連盟
・日本私立病院協会

・全国公立病院連盟
・全国済生会病院長会
・日本公的病院精神科協会

・全国厚生農業協同組合連合会
・岡山県病院協会

お問合せ先 〒111-0042 東京都台東区寿4-15-7 食品衛生センター7階
Mali : seminar@byo-ren.com

2024年度診療報酬改定の振り返りとその後発出された変更通知や
疑義解釈、期中改定の内容と対応策

精神科医療の2024年改定の振り返りと2026年改定に向けた対応策
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